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ラ
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取
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で
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ん
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く
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ラ
ブ
に
よ
る
大
カ
ル
タ
取
り
大
会
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議 

員 
提 
出 

条 

例

12月
定例会

　

平
成
29
年
12
月
定
例
会
は
12
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７
日
間
開
催

さ
れ
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
中
町
蔵
条
例
・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
条
例
の
廃
止
、
平
成

29
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
８
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
三
春
町
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例
が
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
条
例
は
、
す
べ
て
の
町
民
が
、「
障
害
の
あ
る
人
が
受
け
る
不
利
益

は
社
会
環
境
に
あ
る
」
と
の
障
害
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
取
組
み
を
進
め
、
支
え
合

う
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
、
審
査
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 

三
春
町
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進

す
る
た
め
の
条
例
の
制
定

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消
の
取
組
み
を
進
め
、
共

に
支
え
あ
う
共
生
社
会
実
現
を
目
指
す
。

※ 

答
は
提
出
議
員
ま
た
は
町
職
員
。

　

町
の
今
後
の
取
組
み
は

　
　
　

条
例
制
定
後
に
は
、

町
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
。

　
　
　

条
例
に
は
、
行
政

や
事
業
者
の
責
務

が
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

例
え
ば
、
ス
ロ
ー
プ
や
筆

問答

談
用
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を

付
け
る
な
ど
の
努
力
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

町
で
は
ど
こ
が
担

当
と
な
り
、
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。

問

　
　
　

担
当
は
、
保
健
福

祉
課
を
予
定
し
て

い
る
。
社
会
全
体
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
町
に
は

地
道
な
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
相
談
窓

口
を
設
け
、
当
事
者
の
声

を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
た

い
。

　
　
　

差
別
解
消
推
進
委

員
会
は
、
問
題
点

な
ど
を
検
討
す
る
か
。

　
　
　

町
で
対
応
が
難
し

い
場
合
は
、
委
員

会
を
設
置
し
て
専
門
的
な

意
見
を
伺
い
た
い
。

答問答

福祉会館入口のスロープ
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町 

長 

提 

出 

条 

例

◆ 

三
春
中
町
蔵
条
例
の
一
部
改
正

　

三
春
北
町
蔵
の
設
置
に
あ
た
り
、
中
町
蔵
条
例
お
よ
び

ふ
れ
あ
い
の
蔵
条
例
を
「
三
春
ま
ち
な
か
蔵
条
例
」
に
一

本
化
す
る
。

　

今
後
も
蔵
の
活
用
を
進
め
る
の
か

三春まちなか蔵条例に一本化される中町蔵

　
　
　

今
後
、
ま
ち
な
か

蔵
は
増
え
て
い
く

か
。
ま
た
、
増
え
る
場
合

問

に
は
、
蔵
の
利
用
目
的
に

よ
り
増
や
す
か
、
蔵
そ
の

も
の
を
増
や
す
か
。

　
　
　

今
後
、
ま
ち
な
か

蔵
が
増
え
る
か
は

未
定
で
あ
る
。
伝
統
的
な

蔵
、
ま
た
は
伝
統
的
な
建

物
と
し
て
保
存
・
活
用
す

る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
時

の
判
断
に
よ
る
。

　
　
　

蔵
の
設
置
条
例
を

一
本
化
し
て
い
る

答問

が
、
新
規
制
定
で
は
な
く

中
町
蔵
条
例
を
改
正
し
た

の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
蔵
、

北
町
蔵
と
も
に
同

じ
よ
う
な
位
置
付
け
で
あ

る
た
め
、
条
例
を
一
本
化

し
た
。

答

◆ 

職
員
の
育
児
休
業
等
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

合
は
２
歳
ま
で
取
得
等
を
可
能
と
す
る
。

　

休
暇
と
休
業
の
違
い
は

　
　
　

休
暇
と
休
業
は
同

じ
意
味
か
。

　
　
　

基
本
的
に
休
暇
は

有
給
で
、
休
業
は

無
給
で
あ
る
。

　
　
　

今
回
の
条
例
改
正

は
、
将
来
を
見
据

え
て
の
改
正
か
。

　
　
　

雇
用
保
険
法
の
改

正
に
伴
い
、
人
事

規
則
な
ど
が
改
正
さ
れ
た

た
め
に
行
う
。

　
　
　

非
常
勤
職
員
と
は

臨
時
職
員
の
こ
と

か
。 問答問答問

　
　
　

臨
時
職
員
と
は
別

の
職
員
で
、
町
で

は
今
の
と
こ
ろ
該
当
す
る

職
員
は
い
な
い
。

答

◆ 

三
春
町
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
条
例
の
廃
止

　

基
金
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
た
め
条
例
を
廃
止
す
る
。

◆ 

三
春
町
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

三
春
町
町
営
住
宅
の
北
町
団
地
１
棟
１
戸
の
用
途
を
廃

止
す
る
。

　

そ
の
土
地
の
売
却
は

　
　
　

用
途
廃
止
し
た
土

地
は
売
却
す
る
か
。

　
　
　

北
町
団
地
へ
の
入

居
者
が
い
な
く

な
っ
た
後
に
、
未
利
用
地

と
し
て
売
却
が
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

問答

用途廃止される北町団地内の町営住宅

　
　
　

北
町
団
地
内
の
他

の
入
居
者
に
対
し
、

入
居
期
間
の
条
件
は
あ
る

か
。

　
　
　

入
居
期
間
の
期
限

は
な
い
。

問答
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補　

正　

予　

算

◆ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
、
民
生
費
国
庫
負
担
金
、
災
害

復
旧
費
国
庫
負
担
金
、
民
生
費
県
負
担
金
等
の
追
加
と
、

教
育
費
国
庫
補
助
金
等
の
減
額
で
あ
る
。
歳
出
は
、
障
が

い
者
福
祉
費
、
保
育
所
費
、
清
掃
総
務
費
等
の
追
加
と
、

情
報
シ
ス
テ
ム
費
等
の
減
額
で
あ
る
。

　
　
　

集
会
施
設
補
助
金

は
、
補
助
対
象
を

拡
充
し
た
こ
と
に
よ
る
補

助
か
。

　
　
　

そ
の
と
お
り
で
畳

の
表
替
え
、
和
室

と
床
の
修
繕
な
ど
に
対
す

る
補
助
で
あ
る
。

　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策
に

係
る
冷
凍
庫
の
設

置
場
所
、
運
営
管
理
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

問答問

　
　
　

設
置
場
所
は
沼
之

倉
の
ご
み
処
分
場

を
予
定
し
、
運
営
管
理
は

委
託
が
可
能
か
を
含
め
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　

愛
姫
生
誕
４
５
０

年
Ｐ
Ｒ
用
Ｃ
Ｍ
の

答問
◆ 
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
追
加
と
国
庫
補
助
金
、

県
補
助
金
の
減
額
で
、
歳
出
は
、
総
務
管
理
費
、
予
備
費

の
追
加
と
、
包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事
業
の
減
額
で
あ
る
。

　
　
　

生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
で
は
、
各

地
区
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
う
か
。

　
　
　

平
成
30
年
４
月
開

始
が
義
務
化
さ
れ

て
い
る
事
業
で
、
試
験
的

に
福
祉
会
館
に
コ
ー
デ
ィ

問答

　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は

ネ
ー
タ
ー
を
置
き
、
ま
ち

づ
く
り
協
会
の
福
祉
部
会

な
ど
と
と
も
に
、
地
域
で

の
生
活
上
の
課
題
の
情
報

提
供
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
。

完
成
時
期
は
い
つ
か
、
ま

た
配
信
は
ど
の
よ
う
に
行

う
か
。

　
　
　

３
月
の
早
い
時
期

に
完
成
さ
せ
た
い
。

配
信
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｂ
Ｓ

関
係
の
放
送
局
か
ら
の
配

信
を
検
討
し
て
い
る
。

答

国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療
介 護 保 険
町 営 バ ス 事 業
放射性物質対策

水 道 事 業
下 水 道 事 業 等
宅 地 造 成 事 業
病 院 事 業

企
業
会
計

6億9,288万円 1,889万円 7億1,176万円

特
別
会
計

6,248万円 ― ―
5,563万円 1億1,992万円 1,137万円 1,137万円

4億　962万円 4億1,919万円 5億5,045万円 7億2,491万円
3億8,590万円 4億6,338万円 2億　857万円 2億8,929万円
3,698万円

1億7,345万円

8,423万円 ー 8,423万円

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

17億5,936万円 △147万円 17億5,790万円

会計名 補正前の額 補正額 補正後の額
一般会計 70億2,656万円 1億2,178万円 71億4,833万円

22億9,432万円 ー 22億9,432万円
1億7,345万円 ー

平成２９年度　各会計予算規模

※ 収益的収入および支出とは、通常の営業活動を行うための予算。
※ 資本的収入および支出とは、施設整備に係る予算。
※ 端数処理の関係で補正前の額と補正額を加算した額が、補正後の額と一致しない場合があります。

畳の表替えが行われる荒町公会堂

愛姫生誕 450 周年のロゴ
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● 障害に対する正しい理解を深め、共生社会を実現します。

● この条例は、平成30年10月１日から施行されます。

１　条例の目的 ・基本理念 ・施行日

● 障がい者に対する禁止事項の取り決め
　・福祉・医療・教育サービス、公共施設・
　　公共交通機関の利用に対する不当な差別
　　の禁止
　・不動産契約、雇用や賃金に関する不当な
　　差別の禁止
　・情報提供、意思表示への制限禁止　など
● 社会的障壁を取り除くための合理的配
　 慮の推進
　・行政（町）は、合理的配慮をしなければ
　　ならない。
　・民間事業者は、合理的配慮をするよう努
　　めなければならない。

● 相談に対する対応
　　町は、障がい者などから障がい者差別に
　関する相談を受け、必要に応じて相談者へ
　の情報提供や助言、関係者間相互の調整、
　関係行政機関への通告などを行います。
● あっせん受付
　　町が関係者間相互の調整などを行っても、
　事業者による禁止事項に関する問題が解決
　されない場合には、相談者は、町長へ
　「あっせん」を求めることができます。
● 事実関係の調査とあっせん
　　町は、あっせんを受け、再度当事者の間
　に立って双方の主張の要点を確かめ、必要
　に応じて学識を有する人などから意見を聞
　き、その問題が禁止事項にあたると認めら
　れる場合には、事業者に対して改善するよ
　うあっせんをします。
● 公表
　　それでも、あっせんに従わない（改善が
　見られない）場合には、その事業者から意
　見を聞いたうえで、事業者名と問題となっ
　た事がら（禁止事項）などを町ホームペー
　ジなどに公表します。

２　共生社会実現のための取り決め ３　共生社会実現のための取り組み

※ 障害に対する正しい理解とは……
　障がい者がくらしにくいと感じるのは、「その人が障害をもっている
からではなく、身のまわりの物や制度などが、障がい者にとってくらし
やすい形や考えになっていないから、つまり、我々の身の回りにバリアー
（社会的障壁）があるから」ということを理解することです。

※ 合理的配慮とは……
　障がい者から何かしらの助けを求める
意思表示があった場合、それが過度の負
担になり過ぎない範囲で、一人ひとりの
障がい者に対して必要な配慮を行うこと
です。
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＜町長提出議案＞

＜議員提出議案＞

結果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

区分

条例

条
例

補
正
予
算

　 　　　　　　　　　　　　　　付議案件

三春中町蔵条例の一部を改正する条例の制定について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

三春町町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

三春町東日本大震災復興基金条例を廃止する条例の制定について

平成２９年度三春町一般会計補正予算（第４号）について

平成２９年度三春町介護保険特別会計補正予算（第３号）について

平成２９年度三春町放射性物質対策特別会計補正予算（第３号）について

平成２９年度三春町下水道事業等会計補正予算（第２号）について

三春町障害を理由とする差別の解消を推進するための条例の制定について

１２月定例会提出議案および審議結果一覧
　町長から提出された８議案と、議員から提出された１議案の審議結果は次のとおりです。

平
成
29
年 

第
１
回
臨
時
会
開
催

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会
が
10
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、

町
長
か
ら
２
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

２
議
案
と
も
全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
臨
時
会
に
お
い
て
新
し

い
議
会
構
成
が
審
議
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
11

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

◆ 

専
決
処
分
に
つ
き
議
会
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

　

衆
議
院
が
平
成
29
年
９
月
28
日
に
解
散
し
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
29
年
度
三

春
町
一
般
会
計
予
算
の
補
正
を
行
っ
た
。

◆ 

北
町
蔵
再
生
整
備
工
事
請
負
契
約

　

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
契
約
金
額
６
、
４
４
４
万
３

６
０
円
で
株
式
会
社
宗
形
工
務
店 

代
表
取
締
役 

宗
形
一
夫

と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
。

　

工
事
の
概
要
は
、
既
存
建
物
解
体
４
棟
、
蔵
改
修
２

棟
、
ト
イ
レ
新
築
１
棟
、
外
構
工
事
一
式
で
あ
る
。

　
　
　

工
事
別
の
金
額
は

ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　

座
敷
蔵
、
倉
庫
蔵
、

ト
イ
レ
の
建
設
が

約
５
、０
５
０
万
円
、
解

体
を
含
め
た
外
構
工
事
が

約
１
、
４
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

ど
の
よ
う
に
観
光

客
を
呼
び
こ
む
か
。

問答問

　
　
　

北
町
蔵
を
観
光
案

内
所
と
し
て
整
備

し
、
幅
広
く
周
知
し
た
い
。

ま
た
、
福
島
ガ
イ
ナ
ッ
ク

ス
の
業
務
の
一
部
を
サ
テ

ラ
イ
ト
と
し
て
、
小
中
学

生
、
高
校
生
が
立
ち
寄
れ

る
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
集
客

力
を
高
め
た
い
。

答
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町 政 を 問 う
一 般 質 問 に 2 人 登 壇

　三春町議会12月定例会におい

て、12月４日（月）に一般質問を

行い、２名の議員が町政全般につ

いて、町執行側に対し質問しまし

た。

　当日は、４階議場やモニターを

設置した３階会議室では、約80名

の傍聴者が議員による質問と執行

者の答弁の様子に、熱心に耳を傾

けていました。

　一般質問と答弁の概要をお知ら

せします。

一般質問とは

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすこ
とです。単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言
する議員の重要な活動です。

松　村　妙　子 議員…… P ８
①　孫育てを応援・祖父母手帳について
②　運転免許証返納とその先の支援について

新　田　信　二 議員…… P ９
①　環境保全の取組みについて
②　公衆トイレの改修について
　３　 今後の自立財源の取組み方について

※ ○の番号の質問を掲載しています。

議場での一般質問のようす

一般質問を行うようす 町執行側の答弁のようす
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孫
育
て
応
援

祖
父
母
手
帳

問

答

育児に祖父母手帳を
　　　　　役立ててはどうか
配布し子育て
　　　　　サポートに活用する

松　村　妙　子　議　員

　

現
在
は
共
働
き
の
父
母

の
代
わ
り
に
、
祖
父
母
が

育
児
を
担
う
機
会
が
増
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
育

児
法
を
学
び
、
父
母
と
の

関
係
を
よ
り
円
滑
に
し
、

地
域
で
の
子
育
て
の
担
い

手
と
し
て
、
地
域
と
の
か

質　

問

か
わ
り
を
推
進
す
る
た
め

祖
父
母
手
帳
を
役
立
て
て

は
ど
う
か
。

　

育
児
方
法
は
変
化
し
、

近
年
は
、
祖
父
母
世
代
が

現
代
の
子
育
て
の
理
解
を

深
め
、
か
か
わ
り
や
す
く

す
る
た
め
に
「
祖
父
母
手

帳
」
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

祖
父
母
手
帳
に
は
、
育
児

の
基
本
か
ら
、
昔
と
の
育

児
の
違
い
や
根
拠
、
祖
父

母
が
孫
と
触
れ
合
う
遊
び

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

三
春
町
で
は
、
平
成
28

年
に
祖
父
母
手
帳
を
備
え
、

母
子
手
帳
交
付
時
や
乳
幼

子
育
て
支
援
課
長

児
健
診
時
な
ど
に
内
容

を
説
明
し
、
希
望
者
に
交

付
し
て
い
る
。
祖
父
母
手

帳
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
環

境
づ
く
り
に
役
立
つ
た
め
、

今
後
も
活
用
し
た
い
。

① 

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

周
知
す
る
の
か
。

② 

ど
こ
で
手
帳
を
い
た
だ

け
る
の
か
。

再
質
問

① 

健
診
時
や
町
広
報
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
す
る
。

② 

保
健
セ
ン
タ
ー
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、

幼
稚
園
等
に
備
え
て
あ
る
。

子
育
て
支
援
課
長

保健センターに備え付けられている祖父母手帳

運転免許証

返納と支援

問

運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の
支
援
は

答

町
営
バ
ス
福
祉
回
数
乗
車
券

　
　
　
　
　
　
　
　
30
回
分
を
交
付

　

高
齢
者
が
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
。

① 

認
知
機
能
検
査
を
強
化

し
た
改
正
道
路
交
通
法
の

施
行
か
ら
、
何
名
が
自
主

返
納
し
た
か
。

② 

自
主
返
納
の
具
体
的
な

理
由
は
。

③ 
自
主
返
納
者
へ
の
支
援

は
。

① 

町
の
高
齢
者
運
転
免
許

証
自
主
返
納
支
援
事
業
へ

質　

問

総
務
課
長

の
申
請
者
は
16
人
で
あ
る
。

② 

注
意
力
、
判
断
力
な

ど
の
運
動
能
力
や
危
機
回

避
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、

運
転
に
不
安
を
感
じ
て
き

た
た
め
と
認
識
し
て
い
る
。

③ 

平
成
26
年
度
よ
り
、
町

に
住
所
を
有
す
る
70
歳
以

上
の
方
が
、
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
し
た
場
合
に
、

町
営
バ
ス
福
祉
回
数
乗
車

券
30
回
分
を
交
付
で
き
る

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

　

他
の
自
治
体
と
比
べ
、

回
数
乗
車
券
30
回
分
は
十

分
な
支
援
と
言
え
る
か
。

　

各
自
治
体
の
事
情
が
異

な
る
た
め
、
三
春
町
は
回

数
乗
車
券
30
回
分
で
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

再
質
問

総
務
課
長

町営バス福祉回数乗車券
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新　田　信　二　議　員

環
境
保
全

問

答

城山は計画的な整備が
　　　　　　必要ではないか
アジサイなどの植栽を実施、
　　　　　　今後も継続したい

① 

町
の
発
展
と
歴
史
と
文

化
、
豊
か
な
自
然
環
境
と

の
調
和
を
維
持
す
る
た
め
、

町
並
み
整
備
が
必
要
で
あ

る
。
特
に
、
日
本
城
跡
１

０
０
選
に
選
ば
れ
た
城
山

は
、
計
画
的
に
整
備
す
べ

質　

問

き
で
は
な
い
か
。

② 

旧
三
春
中
学
校
か
ら
紫

雲
寺
山
を
通
る
遊
歩
道
等
、

三
春
町
散
策
マ
ッ
プ
に
あ

る
場
所
は
定
期
的
な
草
刈

り
、
下
刈
り
等
が
必
要
で

は
な
い
か
。

① 

城
山
公
園
は
、
城
山

公
園
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
会

な
ど
の
協
力
を
得
て
１
年

を
通
し
て
利
用
で
き
る
公

園
を
目
指
し
、
桜
、
花
桃
、

も
み
じ
お
よ
び
ア
ジ
サ

イ
の
植
栽
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
貴
重
な
山
野
草
の

建
設
課
長

お城山でアジサイの手入れを行うようす

保
護
・
育
成
、
通
路
や
公

衆
ト
イ
レ
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
計
画

に
基
づ
き
整
備
を
継
続
し

た
い
。

② 

紫
雲
寺
を
は
じ
め
７
路

線
の
散
策
路
を
整
備
し
て

い
る
。
維
持
管
理
は
、
三

春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
、
草
刈
り

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
区
に
よ
っ
て
は
、
年
間

を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
散
策
路
の
維
持
管
理
を

し
て
い
る
た
め
、
今
後
も
、

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
適
正
に
管
理
し
た
い
。

公衆トイレ

の改修

問

公
衆
ト
イ
レ
を
改
修
す
べ
き

答

来
年
度
以
降
、
改
修
を
検
討
す
る

　

滝
桜
の
開
花
時
期
に
は
、

仮
設
ト
イ
レ
が
常
備
さ
れ

い
る
が
、
期
間
以
外
で
も

四
季
折
々
の
滝
桜
を
楽

し
む
人
々
等
で
ト
イ
レ
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

観
光
地
の
公
衆
ト
イ
レ
の

設
備
で
は
な
く
、
観
光
客

に
は
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト

イ
レ
も
老
朽
化
し
て
い
る

た
め
、
い
ず
れ
も
改
修
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

滝
桜
周
辺
に
あ
る
４
つ

質　

問

副
町
長

の
常
設
ト
イ
レ
は
、
花

見
ヶ
丘
公
衆
ト
イ
レ
を
中

心
に
一
年
を
通
じ
て
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。　

こ
の
ト
イ
レ
は
、
建
設
か

ら
20
年
が
経
過
し
、
漏
水

や
排
水
の
不
具
合
な
ど
が

発
生
し
て
い
る
た
め
、
来

年
度
以
降
、
洋
式
化
も
含

め
改
修
を
検
討
す
る
。

　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト

イ
レ
は
、
一
部
に
劣
化
も

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
改

修
を
検
討
す
る
。

　

い
ず
れ
の
ト
イ
レ
に
も
、

暗
い
、
臭
い
、
汚
い
と
い

再
質
問

う
意
見
が
あ
る
た
め
、
誰

も
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る

よ
う
、
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

　

ト
イ
レ
改
修
を
通
じ
て
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り

た
い
。

副
町
長

町営グラウンドのトイレ
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　12 月定例会において、桜川河川改修対策特別委員会、三春町町立学校再編等調査特別委員会および三春町議
会広報広聴特別委員会が、それぞれの課題等について、調査・協議を行いましたので、その主な内容をお知ら
せします。

特別委員会調査報告

◆ 

議
会
報
第
１
５
１
号
の
編
集
・
構
成

　
　
　

議
会
報
の
表
紙
に
つ
い
て
、
意
見
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
写
真
が
良
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　
　

成
人
式
の
写
真
も
良
い
が
、
児
童
生
活
セ

ン
タ
ー
の
「
カ
ル
タ
取
り
大
会
」
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

カ
ル
タ
取
り
大
会
の
写
真
を
表
紙
に
す

る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

全
体
構
成
に
つ
い
て
、
意
見
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　
　

議
案
説
明
な
ど
は
、
字
数
を
減
ら
し
て
、

読
み
や
す
い
編
集
と
し
た
い
。

　
　
　

来
年
度
か
ら
、
議
会
報
の
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

活
用
す
る
方
向
で
今
後
、
詳
細
に
検
討
し

た
い
。

◆ 

町
民
と
議
会
と

の
意
見
交
換
会
の

結
果

　
　
　

意
見
交
換

会
の
結
果

を
受
け
、
町
へ
の

申
入
れ
内
容
は
議

会
報
に
掲
載
す
る

か
。

　
　
　

議
会
報
に

掲
載
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
た
い
。

問意意答問意意答問答
三
春
町
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会昨年10月に行われた意見交換会のようす

◆ 

桜
川
河
川
改
修
下
流
工
区

　
　
　

　
　
　

浸
水
範
囲
は
、
県
中
建
設
事
務
所
が
把
握

し
て
い
る
。

　
　
　

護
岸
の
土
砂
崩
れ
な
ど
は
把
握
し
て
い

る
か
。

　
　
　

三
春
土
木
事
務
所
が
状
況
を
確
認
し
て

お
り
、
大
峯
橋
の
側
は
公
共
災
に
提
案

す
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
災
害
は
、
県
の
単
独

事
業
と
し
て
復
旧
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

◆ 

桜
川
の
維
持
管
理
お
よ
び
美
化
活
動

　
　
　

今
回
の
補
正
予
算
で
、
桜
川
関
連
で
減
額

補
正
し
た
内
容
は
何
か
。

　
　
　
「
桜
川
を
花
で
飾
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
予
算
を
減
額
し
た
。
し
か
し
、
現
在
、

話
し
合
わ
れ
て
い
る
大
町
地
区
な
ど
の
実
施
が

決
定
し
た
際
の
予
算
は
、
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　
「
桜
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
が
、
優
良

河
川
愛
護
団
体
に
選
ば
れ
、
感
謝
状
を

い
た
だ
い
た
。

年
６
回
清
掃
活

動
を
し
て
い
る
。

タ
イ
ヤ
や
自
転

車
な
ど
不
法
投

棄
が
な
く
な
り
、

綺
麗
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
、
み
ん
な

で
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

問答問答問答意 三
春
町
議
会
桜
川
河
川
改
修
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

プロジェクトで植えられた桜川沿いの花

台
風
21
号
の
影
響
は
把
握
し
て
い
る
か
。

◆ 

中
郷
小
学
校
現
地
調
査

　
　
　

　
　
　

過
足
・
狐
田
・
樋
渡
・
蛇
石
地
区
の
児
童

で
45
名
で

あ
る
。

　
　
　

乗
車
時
間

が
長
い
子

ど
も
は
、
ど
の
く

ら
い
の
時
間
乗
っ

て
い
る
か
。

　
　
　

蛇
石
の
今

泉
商
店
前

か
ら
乗
車
す
る
児

童
で
、
22
～
23
分
程
度
で
あ
る
。

　
　
　

バ
ス
通
学
児
童
が
徒
歩
で
通
学
し
た
場

合
、
距
離
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

　
　
　

過
足
地
区
で
４
㎞
、
狐
田
地
区
で
２
㎞
で

あ
る
。

　
　
　

　
　

 

現
在
は
編
成

　
　

 

で
き
て
い
る

が
、
数
年
後
の
児

童
見
込
み
数
50
名

で
の
編
成
は
、
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。

※ 

全
委
員
で
授
業

の
よ
う
す
や
校
内

の
状
況
を
調
査
し

た
。

問答問答問答問 三
春
町
町
立
学
校
再
編
等
調
査

　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

中郷小学校で利用されているスクールバス

現地調査が行われた中郷小学校

答

バ
ス
通
学
者
は
、
現
在
何
名
い
る
か
。

現
在
、
鼓
笛
隊
は
編
成
で
き
て
い
る
か
。
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　平成 29 年 10 月 30 日に招集された平成 29 年第１回臨時会において、議会の構成が次のとおり変わり
ましたので、お知らせいたします。
　なお、任期は平成 29 年 10 月 30 日から平成 31 年９月 30 日までです。

※ 田村広域行政組合議会議員から監査委員までの議員・委員は、条例などにより、三春町議会から選出
　 することになっています。

議　長　　佐　藤　　　弘 副議長　　影　山　初　吉

委員会名 役職名・委員氏名

総務常任委員会

経済建設常任委員会

文教厚生常任委員会

議会運営委員会

桜川河川改修対策特別委員会

三春町町立学校再編等調査特別委員会

三春町議会広報広聴特別委員会

委員長：本田　忠良　　副委員長：渡辺　正久
委　員：新田　信二、山崎　ふじ子、影山　初吉

委員長：三瓶　文博　　副委員長：影山　常光
委　員：佐久間　正俊、橋本　善次、日下部　三枝

委員長：鈴木　利一　　副委員長：松村　妙子
委　員：隂山　𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋𠀋

委員長：渡辺　正久　　副委員長：鈴木　利一
委　員：本田忠良、松村妙子、三瓶文博、影山常光、影山初吉
オブザーバー：佐藤　弘

委員長：影山　常光　　副委員長：新田　信二
委　員：本田　忠良、三瓶　文博、日下部　三枝、影山　初吉

委員長：佐藤　一八　　副委員長：三瓶　文博
（委員は、議長を除く全員）

委員長：小林　鶴夫　　副委員長：山崎　ふじ子
委　員：鈴木利一、渡辺正久、影山常光、日下部三枝、影山初吉

田村広域行政組合議会議員

民生委員推薦会委員

都市計画審議会委員

三春病院事業運営協議会委員

監査委員

影山　常光、影山　初吉

松村　妙子、鈴木　利一

新田　信二、山崎　ふじ子、三瓶　文博、佐久間　正俊

鈴木　利一、影山　初吉

日下部　三枝
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議会活動日誌
　議会活動を広く町民の皆さんにお知らせするため、議会主催の会議・意見交換会、町など主催で議員が
出席した行事を掲載します。（ただし、議会事務局をとおした行事などに限ります）
　今回は、平成 29 年 10 月から 12 月までの議会活動をお知らせします。

10月
４日　・三春町議会全員協議会

　　　・三春町議会広報広聴特別委員会

６日　・しあわせ金婚夫婦表彰

　　　・上杉謙太郎田村事務所開設（田村市）

７日　・岩江幼稚園運動会

　　　・三春大神宮秋季例大祭

９日　・三春町議会経済建設常任委員会視察研修

　　　 （宮城県他～11日）

10日　・げんば光一郎田村地区出陣式(田村市)

11日　・郡山地方広域消防組合議会10月定例会(郡山市)

　　　・上杉謙太郎田村第一声（田村市）

12日　・花しょうぶフォトコンテスト審査

13日　・三春町観光ガイドの会と三春町議会との意

　　　　見交換会

14日　・三春町歴史民俗資料館秋季特別展オープン式

16日　・田村西部工業団地振興財団第２回理事会

　　　・三春町議会全員協議会

　　　・三春町議会議会運営委員会

17日　・三春交流館運営協会と三春町議会との意見交換会

18日　・三春町議会広報広聴特別委員会

19日　・三春町議会全員協議会

20日　・げんば光一郎田村地区個人演説会(田村市)

　　　・明徳大学と三春町議会との意見交換会

　　　・三春町議会全員協議会

　　　・役場庁舎他新築工事基本設計第２回調整会議

22日　・三春町消防団秋季検閲式

　　　・消防用備品引渡式

　　　・三春町消防団三春分団秋季検閲合同慰労会

24日　・第27回芸能発表会

　　　・三春フォトコンテスト2017審査会

　　　・三春まちづくり協会と三春町議会との意見交換会

25日　・47回三春町高齢者作品展示会表彰式

26日　・三春町区長会秋季研修会(宮城県他～27日)

28日　・ライスレイク交流30周年記念行事・祝賀会

30日　・三春町議会議会運営委員会

　　　・三春町議会第１回臨時会

　　　・三春町議会全員協議会

11月
１日　・三春町小・中学校音楽祭

３日　・第29回ふくしま駅伝三春町選手団結団式

　　　・三春町各種功労者表彰式

３日　・市川氏を囲んでの懇親会

４日　・第14回三春秋まつりオープニングセレモニー・

　　　　交流会

５日　・第11回市町村対抗福島県軟式野球大会

　　　　三春町選手団解団式

10日　・役場庁舎他新築工事基本設計第３回調整会議

12日　・第16回御木沢地区文化祭

　　　・グルッペ・ムジケ音楽祭

13日　・三春町議会総務常任委員会・文教厚生常任

　　　　委員会合同視察研修（石川県他～15日）

16日　・第８回田村地方交通安全大会

19日　・第29回ふくしま駅伝三春町選手団現地

　　　　応援・解団式・慰労会

20日　・地方自治法施行70周年記念式典・記念シン

　　　　ポジウム（東京都）

21日　・三春町議会全員協議会

22日　・第61回町村議会議長全国大会(東京都)

　　　・郡山広域圏広域連携セミナー(郡山市)

25日　・避難先と避難元の連携を考える学習会(郡山市)

26日　・第14回三春町中学生英語弁論大会

　　　・三春町消防むらさき会定例会

　　　・上杉謙太郎田村地方国政報告会（田村市）

28日　・三春町議会議会運営委員会

12月
１日　・三春町議会12月定例会（～７日）

２日　・内堀雅雄知事を励ます会（郡山市）

３日　・第４回市町村対抗福島県ソフトボール大会

　　　　三春町選手団解団式

４日　・三春町正和会忘年会

７日　・三春町議会全員協議会

10日　・三春町ソフトボール協会納会

11日　・第14回三春秋まつり実行委員会全体会・懇親会

14日　・三春町議会田村東部・田村西部環境センター

　　　　現地調査

16日　・婦人会（三春町・富岡町・葛尾村）交流会

19日　・役場庁舎他新築工事基本設計第３回調整会議

　　　・東北住電精密株式会社及び東北Tool　

　　　　Engineering Center開所式・昼食会

　　　・株式会社三春まちづくり公社謝恩慰労懇親会

22日　・三春町町営バス出発式

　　　・県道飯野・三春・石川線整備促進期成同盟

　　　　会要望活動（福島市他）

28日　・平成29年仕事納め式
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視 察 研 修 レポ ー ト

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
に

よ
る
子
育
て
支
援
、
図
書
館
に
よ
る
村
づ
く
り
な
ど

総
務
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
合
同
視
察
研
修

教育プラザ内で説明を聞くようす

　

総
務
常
任
委
員
会
と
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、

11
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で

合
同
の
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

13
日
に
は
、
石
川
県
金

沢
市
を
訪
問
し
、「
金
沢
市

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
」
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。
加
賀
１
２
０
万
石

の
城
下
町
金
沢
に
は
、
歴

史
的
な
建
造
物
が
多
く
残

さ
れ
、
そ
れ
ら
を
全
国
に

先
駆
け
て
保
護
し
、
保
存

と
開
発
の
調
和
の
と
れ
た

都
市
景
観
の
形
成
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

市
内
の
４
地
区
が
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
指
定
さ
れ
、
地
域

や
指
定
区
分
毎
に
建
築
物

の
修
理
基
準
が
定
め
ら
れ
、

町
並
み
景
観
が
維
持
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
、
金
沢
市
の

「
教
育
プ
ラ
ザ
冨
樫
」
を
訪

問
し
、「
教
育
と
福
祉
の
連

携
に
よ
る
子
育
て
支
援
」

を
研
修
し
ま
し
た
。
教
育

プ
ラ
ザ
に
は
、
屋
内
外
に

乳
幼
児
と
保
護
者
が
遊
べ

る
広
場
や
、
体
育
館
や
ダ

ン
ス
・
音
楽
に
利
用
で
き

る
ス
タ
ジ
オ
、
調
理
実
習

室
、
研
修
室
が
あ
り
ま
し

た
。
登
録
さ
れ
て
い
る
子

育
て
関
係
の
団
体
は
、
無

料
で
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
教
職
員
の
研

修
や
児
童
相
談
所
を
含
め

た
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

一
体
と
な
り
、
乳
幼
児
か

ら
児
童
生
徒
ま
で
の
一
貫

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
富
山
県
の
舟

橋
村
を
訪
問
し
、「
図
書
館

に
よ
る
村
お
こ
し
」
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。
富

山
市
に
隣
接
す
る
立
地
を

生
か
し
、
昭
和
56
年
か
ら

宅
地
開
発
を
進
め
、
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
化
を
目
指
し
、

人
口
は
平
成
に
入
り
ほ
ぼ

倍
増
し
、
そ
れ
に
伴
い
15

歳
未
満
の
年
少
人
口
割
合

が
21
・
８
％
と
日
本
一
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
増

の
要
因
の
一
つ
が
、
駅
と

複
合
し
、
平
成
10
年
に
建

設
し
た
村
立
図
書
館
で

す
。
地
域
住
民
に
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

図
書
館
の
ス
タ
イ
ル
は
滞

在
型
を
基
本
と
し
、
靴
を

脱
い
で
入
館
し
た
り
、
床

暖
房
で
座
り
込
ん
で
本
が

読
め
た
り
、
１
階
が
子
ど

も
向
け
、
２
階
が
落
ち
着

い
た
大
人
向
け
と
区
分
け

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
15
日
に
は
、

新
潟
県
に
あ
る
十
日
町
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
研
修
し

ま
し
た
。
十
日
町
市
で
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
高
齢
者

に
特
化
し
た
医
療
介
護
課

を
新
設
し
、
健
康
長
寿
を

目
指
し
た
き
め
細
か
い
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ポ
イ
ン
ト
制
に
よ
る

生
き
が
い
事
業
へ
の
参
加

促
進
や
、
日
常
生
活
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
参
加

は
、
三
春
町
に
も
類
似
す

る
も
の
が
あ
り
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
促
進
の
た

め
、
と
て
も
参
考
に
な
る

取
組
み
で
し
た
。

教育プラザであいさつする鈴木委員長

十日町市のまちづくり研修であいさつする本田委員長
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　 三春町議会では、町政などについて町民の皆さん
 の希望や要望を、請願・陳情として受け付けしてい
 ます。

◆ 提出方法
　 議会事務局（役場４階）へご持参ください。

◆ 受付締切
　 議会定例会開催日７日前までとなります。

◆ 様式等
　 特に決まっていませんが、次の事項は必ず記載願
 います。
① 件名　○○に関する請願書、○○に関する陳情書など
② 提出年月日　③ 提出者住所 ･ 氏名・印鑑 
④ 紹介議員氏名・印鑑（請願のみ）　⑤ 請願・陳情要旨
⑥ 関係機関への意見書の提出を求める場合には意見書案
⑦ 三春町議会議長宛
※ 陳情については、内規により原則として、町内に
 関する事項・内容などについて提出されたものを審
 議することとし、それ以外、または郵送によるもの
 は配付のみとなっています。

◇◆◇　請願・陳情の手続き　◇◆◇◇◆◇　請願・陳情の手続き　◇◆◇◇◆◇　議会の開会予定　◇◆◇◇◆◇　議会の開会予定　◇◆◇
◆ 議会開催予定
　 次の議会は３月定例会です。３月１日（木）開会、
３月２日（金）の一般質問を予定しています。

◆ 議会開催広報
　 議会の開催は、議会報号外、議会ホームページ、
 防災行政無線、役場前掲示板などでお知らせします。
（http://www.town.miharu.fukushima.jp/site/gikai/）

◆ 議会傍聴
　 本会議や各委員会を傍聴できます。
◇ 本会議
　 傍聴人受付簿に記載して、議場へお入りください。
 団体での傍聴を希望する場合は、事前に議会事務局
 に連絡してください。また、録音や撮影には、あら
 かじめ議長の許可が必要になります。

◇ 委員会
　 議会には、総務・経済建設・文教厚生の３つの常
 任委員会と、桜川河川改修対策・町立学校再編等調
 査・広報広聴の３つの特別委員会があります。各委
 員会は、委員長の許可を得て、会議を傍聴すること
 ができます。

田
村
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー
・
田
村
西
部
環
境
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
地
調
査
を
実
施

　

三
春
町
議
会
で
は
、
12
月
14
日
に
、
田

村
市
滝
根
町
に
あ
る
田
村
東
部
環
境
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
東
部
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）

と
三
春
町
大
字
富
沢
地
内
に
あ
る
田
村
西

部
環
境
セ
ン
タ
ー（
以
下「
西
部
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
。）
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
田
村
地
方
管
内
で
は
、
西
部
セ

ン
タ
ー
が
平
成
32
年
度
末
に
稼
働
を
終
了

し
、
東
部
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
基
幹
改
良

を
行
い
、
平
成
33
年
度
か
ら
の
ご
み
処
理

を
集
約
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
現
地
調
査
は
、
議
会

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
主
要
設
備
、

事
業
費
、
運
営
管
理
体
制
な
ど
の
概
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
現
在
検
討
さ
れ
て

い
る
東
部
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
基
幹
改
良

計
画
な
ど
を
調
査
す
る
た
め
に
実
施
し
ま

職員から施設の概況説明を聞く議会議員

し
た
。

　

い
ず
れ
の
施
設
で
も
、
田
村
広
域
行
政

組
合
職
員
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
概
況
の
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
で
ご
み

処
理
の
フ
ロ
ー
な
ど
を
視
聴
し
ま
し
た
。

東
部
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
焼
却
施
設
や

粗
大
・
不
燃
ご
み
処
理
施
設
を
調
査
す
る

と
と
も
に
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
基
幹

改
良
の
手
法
、
増
設
予
定
の
ご
み
ピ
ッ
ト

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
活
発
に
意
見
交
換

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
部
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ご
み
焼
却
炉
、
灰
溶
融
炉
、
フ
ラ
フ
製
造

設
備
な
ど
の
現
在
の
稼
働
状
況
、
管
理
運

営
体
制
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
経

過
や
今
回
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
集
約

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

十
分
協
議
し
、
町
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
ご

み
処
理
の
方
向
性
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

田村東部環境センターでの現地調査
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　三春町議会では、平成 28年度から、広く町

民の皆様から議会や町政に対する意見などを伺

い、広聴活動を通じて、住民の福祉向上や地域

振興につなげるために、意見交換会を実施して

います。今年度は、申込みのあった４団体と昨

年 10月に意見交換会を開催いたしました。

　各団体との意見交換会では、観光振興、芸術

文化活動、公共施設の整備などについて、多く

の意見・要望・質問をいただきました。

　町民の皆さまからいただいた意見・要望など

は、あらためて議会で協議、整理し、次のとお

り昨年 11月に町に申し入れましたのでお知ら

せします。

１　観光振興について

（１）滝桜観光客の街なかへの回遊について

　　桜シーズン時の街なかの活性化・賑わいを創出する

　ために、滝桜観光客が街なかに回遊するための施策を

　講じること。

（２）観光に係る各種団体への支援について

　１）通年観光を促進するとともに、観光資源の有効活

　　用や観光ガイドの充実を図るため三春町観光ガイド

　　の会をはじめ、各種団体の活動や人材育成・人材確

　　保に対して必要な支援を行うこと。

　２）効果的なＰＲを行い誘客を図るとともに、観光客

　　に町内観光を満喫してもらうため、観光客と接する

　　各種団体による情報交換の場を提供すること。

２　三春交流館「まほら」を拠点とした芸術文化活動に

　ついて

　〇芸術文化活動への支援について

　　さまざまな公演を通じて、「本物」や「生」の演奏

　などに接する機会を提供し、町民の芸術文化の振興や

　教養の向上に寄与している「三春交流館運営協会」の

　活動に対して、今後も継続して必要な支援を行うこと。

３　地域の安全安心について

　〇かんがい用水池、防火用水池の管理について

　　地域住民の安全安心を守るため、現在使用されなく

　なったかんがい用水池、防火用水池の管理について安

　全対策を講じること。

明徳大学との意見交換会のようす

三春町観光ガイドの会との意見交換会のようす

三春交流館運営協会との意見交換会のようす

三春まちづくり協会との意見交換会のようす
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編

集

後

記

　

年
が
変
わ
り
１
か
月
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
農
業
を
は
じ

め
、
地
場
産
業
が
飛
躍
す
る
年
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
12
月
定
例
会
に

お
い
て
、
全
国
町
村
に
先
駆
け
、

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
共

に
支
え
あ
う
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た

条
例
が
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
実
現
す
る
た
め
に
は
私

た
ち
町
民
は
、
正
し
い
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着

し
た
課
題
に
、
真
摯
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺　

正
久
）
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春
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会

　
　
広
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広
聴
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委
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吉

◆応募方法　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を書いて送付してください。
　　　　　　正解者の中から、抽選で３名の方に粗品を差し上げます。当選は発送
　　　　　　をもって代えさせていただきます。
◆送 付 先　〒963-7796　三春町字大町１－２　三春町議会事務局　
◆締 切 日　２月23日(金)（当日消印有効）
※ 前回は33件の応募をいただき、ありがとうございました。
※ 応募者の個人情報は、このクイズ以外の目的には使用しません。

問　議員提出され、可決された条例は？

「三春町障害を理由とする○○○○○を推進するための条例」
・・・○に入る言葉をお答えください。・・・

前回の答え／

第 15回
クイズ

～ シリーズ　三春の歴史探訪 ～

億 255 万円7 2

紫雲寺（大町地内）
　浄土宗のお寺で、天正 15（1587）年の開山と伝え
られています。本尊は木

もくぞう

造阿
あ み だ

弥陀如
にょらい

来立
りつぞう

像で、木
もく

造
そう

観
かんのん

音菩
ぼ さ つ

薩立
りつぞう

像・木
もくぞう

造勢
せ い し ぼ さ つ

至菩薩立
りつぞう

像の脇
わき

侍
じ

があり、いず
れも江戸時代初期の作とされています。
　本堂は、天明５（1785）年２月２日の大火により焼
失し、長く仮堂となっていましたが、現在は再建され
新しいお堂になっています。
　境内には、自由民権運動家として有名な河野廣中の
遺髪を埋めた「磐

ばんしゅうこうのせんせいえいはつちょう

州河野先生瘞髪冢」があります。
　このほか、戊辰戦争におけ
る政府軍戦死者の墓や、三春
藩のお家騒動の伝説を伝える

「腹切り梅」があります。

　平成 28 年２月から始まった「奥州三春　数珠巡り」に参加している寺院を紹介しています。最終回の
今回は、紫雲寺と福聚寺を紹介します。

福聚寺（御免町地内）
　臨済宗のお寺で、暦応２（1339）年、田

た む ら

村輝
てるさだ

定に
より現在の郡山市日和田町八丁目に創建され、永正元

（1504）年、田
た む ら

村義
よしあき

顕の三春移城に伴い、現在地に移
されました。
　本堂に向かって左、観音堂に安置されている十一面
観音像は、田

た む ら

村家
け

守
し ゅ ご ぶ つ

護仏と伝えられ、町の文化財に指
定されています。
　天明５（1785）年の大火災により堂

ど う う

宇のほとんどが
焼失したため、雪村庵が庫

く り

裏として移築されたといわ
れ、その後寛政 12（1800）年、仮堂（現本堂）が建
てられました。
　中世には、権力に抗する人などが駆け入り、保護を
願い出ることができる寺院がありました。福聚寺もそ
うした寺院のひとつで、所在地の御免町は、「寺入り御
免」に由来していると伝えられています。


